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エバーグリーンポートアイランドに住もう. ノ

エバーグリーン
ポートアイラン
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, 瀧蛍新ｆｌ
●今春より募集開始●

掴型

神戸の新しい住まいづくり

ポートアイランド住宅蕊
出喪会社熊谷組･ 三井物産･ 川鉄商事･ 住友信託銀行
〒6 5 1神戸市鋒合区磯_ l池4丁目2群2 2号冠0 7 8 ( 2 5 1 ) 6 3 7 2

-4倉§』唾

亡ショールーム。
神戸国際会館3 Ｆ
宮078- 2 5 1 - 0 9 5 8
AM11:O0-PM5:００ ノ
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ＭＥＭＢＥＲ' ＳＬＯＵＮＧＥ「器」（パレ北野坂5 F ）
ＳＮＡＣＫ「八総」（パレ北野坂 5 F ）
ＮｌＧＨＴＬＯＵＮＧＥ「ＳｗｉｎｇＳｗｉｎｇＪ（パレ北野坂5 Ｆ）

商業施設全般･ 調査企画・店舗装備・設計施工
本社( 設計室）神戸市葺合区御幸通3 丁目２－２０

P H O N E（0 7 8）2 5 2 - 1 3 2 1 (代）
神戸事業部P H O N E （0 7 8 ）2 5 1 - 3 5 2 5 ( 代）
名古屋事業部P H O N E （0 5 2 ）５６１－３６１８
束京事業部P H O N E （0 3 ）２７８－１３６９
●ローン･ リースの開店資金相談
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駐車場完備

Ｌ」

神戸

／ 、

Ｔｅ1．
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世界の照明・日本のあかり
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『 可ＡＨＡＰＰＹＮＥＷＹＥＡＲ『 可ＡＨＡＰＰＹＮＥＷＹＥＡＲ

シャープなステンレスの光りとデごI ントラクトなコットン・チェア。
シティロビーにふさわしい現代感覚が息づくコーヒー･ ハウス。

いいスペー･ スで味わうマイルドなダッチコーヒーはまた格別です。
●フライト( グレース‘．｡ - ．ベＢ１）設計施工/ 入船ＫＫ( 担当/ 山本博士）

関f蘭ｬ湊弓動Ｌ
q 胸仔造ムーー仏亭

ﾐ参 企画･ 設計･ 施工のオールマイティ

入船株式会社
81Ｖ１℃』嘩狩O 店舗･ 住宅･ 家具･ 室内装飾
I R 1 F U N E 一級建築士事務所･ 特定建設業

神戸市灘区新在家北町1 丁目１－１９ブリコビル2 ～3 . ：
阪神電鉄新在家雨Ｔ苫Ｌ０７８．８５曾・3 1 9 1 代
・卜・タルインテ; ノア. シ: ヨッノ
グラン:ご穴I 1 l I ざル1～２ＦＴＥｌ_ 0 7 8 . . 8 5 1 2 8 4 1

旅のエチュードをビデオで
ＣO F F 座＆」Ｕに届

F H e卜Fｒ
: 了う名[ 岸 菱津

神戸市生田区三由宮町２Ｊ目１グレース･ ニコーベＢ１
ＴＥＬ,078.-392..3777

怪 』Ｌ 』
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毎週金咽日はローストビーフデー､ 焼きたてをワゴンでサービスします。
ﾉ 程テイのご利用を承りますご予算にお応えしますのでお気軽にご相識ください

」レストラン

ロ

フック東店

コウベピーフの最高の材
料の良さを生かした味と
フランス料理の繊細なテ
クニックでお客さまを味
の世界に誘いたいのが私
の料理にかける心意気で
ございます。

岩田夢隆

ＤＳＴＥＡＫＤＩＮＮＥＲ( オードブJ 1 ヘスーメサラ鋲へしまたはロースステーキ､ デザート､ コーヒーＪ
ＤＰ戸戸ＦＦＯＵＮＤＵＥ（スイス山小屋風）
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も
み
な
ひ
と
眼
で
個
体
識
別
、
つ
ま
り
区
別
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
あ
る
。

だ
か
ら
、
生
後
二
歳
頃
ま
で
の
頃
、
ま
あ
－
可
愛
い
い
－
と
抱

か
せ
て
あ
げ
た
の
は
よ
い
が
、
つ
い
出
来
心
で
、
家
に
連
れ
帰
っ

て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
〃
児
さ
ら
い
事
件
″
が
起
こ
ろ
う
が
、

い
っ
こ
う
に
、
平
気
だ
っ
た
。

い
や
、
「
こ
の
子
は
、
私
の
子
供
で
す
」
と
、
こ
う
し
た
鼻
の

雛
や
指
紋
を
突
き
つ
け
て
や
る
よ
う
万
端
整
え
て
の
人
工
飼
育
だ

っ
た
か
ら
、
誘
拐
さ
れ
る
心
配
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
狭
鼻
猿
類
の
こ
と
〕

さ
ら
に
ま
た
、
鼻
の
雛
以
上
に
呼
吸
器
孔
、
つ
ま
り
〃
鼻
の
孔

の
位
置
〃
が
、
猿
類
を
分
類
す
る
う
え
に
大
変
重
要
な
一
点
で
あ

る
こ
と
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
霊
長
類
の
仲
間
を
の
ぞ
く

と
、
次
の
よ
う
に
仲
間
分
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
解
っ
て
く
る
。

（
原
猿
類
）
←
ス
ロ
ー
ロ
リ
ス
、
ガ
ラ
ゴ
、
キ
ツ
ネ
ザ
ル
、
な
ど

（
真
猿
類
）
←
｜
Ⅱ
餓
騨
蕊
牌
弛
蒋
輔
跨
僻
間

鶴鱗鍵 鶴

サ
ル
社
会
を
探
る
に
は
ま
ず
個
体
識
別
か
ら
は
じ
ま
る
。
つ
ま

り
、
あ
れ
が
、
ベ
ル
、
そ
の
隣
り
に
い
る
の
が
サ
チ
コ
、
ブ
ン
、

ビ
ン
ゴ
。
そ
し
て
オ
ジ
イ
、
と
そ
れ
ぞ
れ
に
愛
称
を
つ
け
、
と
き

に
は
背
番
号
で
も
い
い
わ
け
だ
が
、
や
っ
ぱ
り
可
愛
い
い
や
つ
に

は
、
い
い
名
前
を
つ
け
る
の
も
人
情
だ
ろ
う
。
ジ
ュ
ン
と
ネ
ネ
と

い
う
の
も
い
る
。

と
に
か
く
、
顔
や
身
体
に
し
か
も
消
長
の
な
い
特
徴
を
見
つ
け
、

「
そ
う
だ
」
と
、
ひ
ら
め
い
た
名
を
つ
け
、
記
録
し
て
い
く
。
丸

顔
も
あ
れ
ば
角
型
、
お
も
長
、
そ
れ
に
〃
た
れ
眼
″
も
あ
る
。

か
つ
て
タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
一
族
の
三
代
目
ボ
ス
交
代
劇
を
つ
ぶ
さ

に
調
べ
た
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
方
法
で
全
て
の
サ
ル
達
に
名

前
を
つ
け
、
家
族
群
の
生
活
行
動
を
仔
細
に
観
察
し
て
い
っ
た
。

「
へ
－
え
、
ど
の
顔
も
み
な
同
じ
に
見
え
る
け
ど
」

「
え
ら
い
も
ん
で
す
な
あ
、
そ
う
思
っ
て
見
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
み

な
違
っ
た
顔
し
て
る
よ
う
で
す
な
」

み
な
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
好
奇
心
を
顔
に
向
け
て
頂
け
れ
ば
確
か

に
人
相
な
ら
ぬ
、
〃
猿
相
″
が
の
ぞ
け
る
こ
と
や
、
彼
等
に
も
個

性
さ
え
あ
る
こ
と
が
お
解
り
な
る
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
、
実
際
に
そ
う
し
た
特
徴
を
つ
か
む
た
め
、
何
か
な
い
か

い
な
と
、
じ
っ
く
り
調
べ
て
い
く
わ
け
だ
が
、
私
の
飼
育
三
十
年

の
体
験
的
識
別
法
も
、
や
は
り
、
動
物
学
者
が
行
う
〃
鼻
の
雛
測

定
法
″
で
あ
る
。
と
も
か
く
、
生
時
か
ら
終
生
変
化
し
な
い
の
が

指
紋
で
あ
る
こ
と
、
人
類
も
猿
類
も
同
じ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
も

う
一
点
、
あ
の
低
い
、
つ
ぶ
れ
た
よ
う
な
彼
等
の
鼻
の
雛
が
ま
た
、

終
生
変
る
こ
と
の
な
い
こ
と
、
は
か
ら
ず
も
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の

人
工
飼
育
に
よ
っ
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

出
生
直
後
、
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
た
チ
ェ
リ
ー
や
金
、
銀
、
神
ち

ゃ
ん
の
顔
写
真
を
十
七
歳
を
迎
え
た
現
在
の
顔
に
重
ね
て
見
れ
ば

実
に
よ
く
分
る
。
ど
ん
な
に
大
き
く
成
長
し
よ
う
が
、
鼻
の
雛
だ

け
は
全
く
不
変
だ
。
寸
法
的
に
は
大
き
く
な
っ
て
い
て
も
、
形
や

長
さ
の
比
は
寸
分
と
違
わ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
、
鼻
の
写
真
と
、
つ
い
で
の
こ
と
採
取
し
て
い
る
指

紋
を
ち
ゃ
ん
と
残
し
て
い
る
。
日
本
唯
一
の
人
工
育
ち
の
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
の
家
族
た
ち
、
チ
ェ
リ
ー
も
金
も
神
も
ユ
キ
も
ジ
ョ
ニ
ー

E'F藍､と
駕
驚
騨鍵一
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< 下＞神ちゃんの鼻もカッコイイでしよ。
目尻とともに雛がいいのです。

さ
て
、
ま
る
で
ネ
コ
の
よ
う
な
顔
を
し
た
キ
ツ
ネ
ザ
ル
や
、
ガ

ラ
ゴ
、
ス
ロ
ー
ロ
リ
ス
な
ど
、
ど
こ
が
サ
ル
の
仲
間
に
入
る
の
か

と
い
え
ば
、
手
や
足
の
爪
が
、
平
ら
な
爪
、
つ
ま
り
人
間
と
同
じ

〃
唖
応
″
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
骨
格
や
臓
器

に
も
サ
ル
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
こ
で
サ
ル
に
近
い
も
の
と

し
て
、
原
猿
類
と
呼
ん
で
い
る
。

次
に
は
、
外
見
的
に
も
、
一
見
し
て
お
サ
ル
で
あ
る
も
の
を
、

真
猿
類
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
真
猿
類
を
調
べ

る
う
ち
、
大
別
し
て
狭
鼻
猿
類
と
、
広
鼻
猿
類
と
に
分
け
る
こ
と

が
出
来
る
。
そ
こ
で
、
狭
鼻
猿
類
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す

の
か
、
記
し
て
お
き
た
い
。

ま
さ
に
字
の
ご
と
く
で
あ
る
。
よ
く
見
る
と
、
大
方
の
猿
類
の

鼻
を
見
る
う
ち
、
左
右
の
鼻
の
孔
が
、
殆
ん
ど
平
列
に
並
び
、
し

か
も
薄
い
壁
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
そ
の
う
え
、
す

ら
り
と
し
た
鼻
筋
が
通
っ
て
い
る
そ
の
顔
立
ち
は
、
キ
ツ
ネ
や
イ

驚
騨

§

６
１
１
１
１

ヌ
と
は
違
い
、
ま
さ
に
人
間
の
仲
間
に
近
い
》
」
と
が
明
ら
か
に
分

っ
て
く
る
は
ず
だ
。

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ゴ
リ
ラ
も
、
人
間
同
様
、
左
右
の
鼻
の
孔
の

中
間
の
壁
が
明
ら
か
に
狭
い
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
狭
鼻
猿
類
に
属

す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
狭
鼻
猿
類
で
は
、
そ
の
殆
ん

ど
が
歯
の
数
が
人
間
と
同
じ
三
十
二
本
で
あ
る
こ
と
も
記
し
て
お

き
た
い
。
な
る
ほ
ど
、
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
も
、
タ
イ
ワ
ン
ザ
ル
も
、
マ

ン
ト
ヒ
ヒ
も
、
ブ
タ
オ
ザ
ル
も
、
み
な
鼻
の
孔
が
左
右
狭
く
人
間
の

よ
う
だ
。
だ
が
ま
て
よ
、
ど
う
も
長
い
尾
を
巻
き
つ
け
て
遊
ん
で

い
る
、
ク
モ
ザ
ル
や
、
オ
マ
キ
ザ
ル
の
顔
立
ち
が
、
少
々
違
う
。

何
故
だ
ろ
う
と
、
じ
っ
く
り
見
る
う
ち
、
発
見
さ
れ
る
に
違
い●

な
い
。
あ
っ
、
な
る
ほ
ど
、
左
右
の
鼻
の
孔
が
、
鼻
筋
に
対
し
真

③横
に
あ
い
て
い
る
｝
」
と
で
あ
る
。
し
か
も
孔
が
少
々
大
き
い
。

〔
広
鼻
猿
類
の
こ
と
〕

ヒ
ト
で
い
う
鼻
の
孔
が
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
。
な
ん
て
も
の

で
は
な
く
、
オ
ー
バ
ー
に
い
う
と
、
左
右
が
正
に
横
に
向
い
て
あ

い
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
鼻
の
孔
を
よ
く
動
か
す
し
、

鳴
声
を
よ
く
出
す
。
ま
る
で
チ
ッ
チ
ッ
チ
ッ
チ
、
と
、
リ
ス
の
よ

う
な
声
。
体
格
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
細
っ
そ
り
型
、
そ
の
割

に
口
が
大
き
く
、
又
の
字
」
に
つ
む
っ
て
い
る
そ
の
口
元
か
ら
、

鋭
い
歯
が
チ
ラ
リ
と
よ
く
見
え
る
。
実
は
、
歯
の
数
、
一
一
ホ
ン
ザ

ル
な
ど
狭
鼻
猿
類
よ
り
も
一
一
’
四
本
も
多
く
、
臼
歯
が
少
な
い
。

こ
れ
は
食
虫
性
を
表
わ
し
て
い
る
か
ら
だ
。

さ
ら
に
ま
た
、
こ
う
し
た
広
鼻
猿
類
の
多
く
が
長
い
尾
の
先
に

握
力
が
あ
っ
て
、
木
の
枝
に
く
る
り
と
巻
き
つ
け
て
い
る
。
そ
れ

は
第
３
の
手
だ
と
も
い
わ
れ
、
こ
う
し
た
尾
を
巻
く
広
鼻
猿
類
の

殆
ん
ど
が
中
央
ア
メ
リ
カ
か
ら
南
ア
メ
リ
ヵ
の
大
森
林
地
帯
に
住

ん
で
い
る
。

一
方
、
狭
鼻
猿
類
の
仲
間
は
殆
ん
ど
が
東
南
ア
ジ
ア
。
そ
し
て

ヒ
ヒ
猿
類
は
ア
フ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
。
そ
の
分
布
も
ま
た
仲
間

分
け
に
重
要
な
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
み
な
さ
ん
、
こ
ん
ど
こ
そ
は
、
鼻
の
雛
と
、
鼻
の
孔
を
じ

っ
く
り
観
察
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

八
王
子
動
物
園
学
芸
員
／
写
真
も
Ｖ

＜上＞ゴリラは狭鼻猿類です。鼻孔の間が
狭く一応、鼻筋も通り人間に近い形です。
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鶴

☆
盛
会
だ
っ
た
森
繁
久
蒲

歓
迎
パ
ー
テ
ィ

不
滅
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
い

わ
れ
て
い
る
「
屋
根
の
上
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
」
の
神
戸
公

演
の
前
夜
祭
と
し
て
、
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
の
主
催
で
、
一
行
の

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
が
、
相
楽
園
会

館
で
、
ｎ
月
配
日
午
後
６
時
か

ら
行
な
わ
れ
た
。

鍵蕊懲患謹蕊忽妙一一‘‐隠鐸鑑鶴

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

出演者一同が並んで

★
キ
ャ
リ
ア
が
も
の
を
い
っ
た

小
椋
の
５
周
年
記
念
の
会

よ
く
ぞ
集
め
た
と
感
嘆
の
声

し
き
り
の
〃
小
椋
″
（
小
椋
麻
さ

美
／
生
田
区
中
山
手
通
１
丁
目
皿
ノ
鯛

雷
却
ｌ
‐
’
０
７
）
の
５
周
年
記
念

パ
ー
テ
ィ
が
ｎ
月
”
日
生
田
神

社
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
約

Ⅷ
人
が
集
っ
た
。
祝
宴
は
河
野

子
さ
ん
の
仕
舞
、
望
月
美
佐
さ

ん
の
害
。
ス
ピ
ー
チ
は
杉
山
義

龍
法
さ
ん
、
桂
春
蝶
さ
ん
、
司

会
は
西
惟
遊
児
・
笑
児
と
音
楽

は
小
田
洋
子
さ
ん
の
歌
に
エ
レ

ク
ト
ー
ン
伴
奏
は
小
曽
根
真
さ

ん
。
小
山
乃
里
子
さ
ん
も
か
け

つ
け
、
麻
さ
美
さ
ん
と
父
君
の

若
柳
吉
俊
吾
さ
ん
を
激
励
。
そ

れ
に
し
て
も
イ
モ
ノ
子
を
洗
う

よ
う
な
混
雑
の
会
場
に
、
さ
す

が
父
娘
の
キ
ャ
リ
ア
と
客
層
の

広
さ
に
驚
い
た
次
第
。

☆
風
見
鶏
の
館
の

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

重
文
の
風
見
鶏
の
館
が
公
開

さ
れ
て
一
周
年
の
坦
月
１
日
、

第
４
回
風
見
鶏
コ
ン
サ
ー
ト
が

（
ち
ょ
っ
と
早
い
）
ク
リ
ス
マ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
開
か
れ

た
。
今
回
は
北
野
徹
さ
ん
の
打

楽
器
と
四
人
の
マ
リ
ン
バ
の
グ

ル
ー
プ
で
、
集
ま
っ
た
約
百
人

は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
楽
し

ん
だ
。
次
回
は
一
月
中
旬

参
加
の
お
問
い
合
わ
せ
は
麓
３
３
１
‐

８
１
８
１
市
役
所
教
育
委
員
会
文
化
課

☆
神
戸
の
中
の
小
さ
な
外
国

国
際
都
市
・
神
戸
に
ふ
さ
わ

し
い
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

パ
ー
テ
ィ
」
が
旅
行
代
理
店
ト

ッ
プ
ナ
ッ
チ
の
主
催
で
ｕ
月
鍋

日
、
デ
ィ
ス
コ
ラ
ウ
ン
ジ
「
Ｃ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」

で
開
か
れ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ

ス
人
他
約
卯
名
が
集
い
楽
し
い

一
刻
を
過
ご
し
た
。
飲
ん
で
食

一
一
会
い
の
会
円

一
一
好
を
縁
の
㈹

一
内
一
愛
い
良
々
ｐ

一
琴
一
》
》
》
磁
却
，

一
一
「
一
》
》
》
》
。
』
一

一
パ
ー
は
る
な
元
・
す
叩
姉

一
》
一
》
》
酔
酷
兼
》
副

一
一
小
結
に
た
第
員
・
一

主
演
の
森
繁
久
蒲
を
は
じ
め

益
田
喜
頓
、
淀
か
お
る
、
大
空

真
弓
、
安
奈
淳
、
須
賀
不
二
男

賀
原
夏
子
、
井
上
孝
雄
、
安
田

伸
、
谷
啓
、
な
く
お
さ
み
等
が

ゲ
ス
ト
に
招
か
れ
パ
ー
テ
ィ
を

盛
り
あ
げ
た
。

こ
の
パ
ー
テ
ィ
は
申
込
者
が

殺
到
し
て
、
お
断
り
す
る
の
に

大
変
だ
っ
た
と
か
。
当
日
の
参

加
者
加
入
は
、
有
名
な
タ
レ
ン

ト
を
目
の
前
に
見
て
の
パ
ト
テ

ィ
侭
す
っ
か
り
調
子
づ
き
、
華

や
か
に
も
楽
し
く
、
時
の
経
つ

の
も
忘
れ
る
程
だ
っ
た
。

‐
人
約
記
名
の
協
力
で
午
前
ｎ
時

聖
か
ら
手
作
り
の
ケ
ー
キ
や
家
庭

坐
衣
料
品
が
並
べ
ら
れ
、
大
盛
況
。

キ
ャ
セ
イ
パ
シ
フ
イ
ッ
ク
の

、
旅
行
券
が
当
る
く
じ
引
き
も
人

‐
気
が
高
く
、
当
日
の
全
売
り
上

、
げ
金
が
老
人
ホ
ー
ム
に
贈
ら
れ

（
た
。ン

ま
き
や
巳
一

う
し
ゆ
し
ま
正
一

壱
嘩
唖
蓉
函
２
峰
一

は
》
》
》
》
誰
》
評
》
》
一

》
斜
》
》
》
』
》
》
押
鵬
錘
一

》
》
銅
暑
一
一
蹄
》
》
》
》
一

の
り
ご
、
シ
季
の
日
テ
〒
シ
、
一

螺
一
【
ｗ
八
譲
麺
坪
融
乍
局
》
誰
一

ご
神
楽
一
説
傘
家
紳
旅
泉
務
島
間
一

小
事
淡
お
一

Ⅱ
０
１
８
１
１
０
１
ｌ
ｂ
０
０
０
０
６
０
０
１
日
０
８
日
０
０
８
ｌ
９
９
９
０
６
Ｉ
９
ｌ
ｔ
Ｔ
１
０
ｉ
０
ｆ
９
４
ｆ
ｌ
０
ｆ
●
一

大盛会だった小椋のパーティ

べ
て
踊
っ
て
…
…
ハ
イ
ラ
イ
ト

は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
。
特
賞
の
フ

ィ
リ
ピ
ン
旅
行
は
神
戸
の
女
子

大
生
に
。
ま
る
で
外
国
に
い
る

よ
う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。

☆
ご
老
人
方
に
愛
の
手
を

恒
例
の
関
西
日
英
協
会
主
催

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
が
今
年
も

如
月
Ⅳ
日
（
土
）
相
楽
園
会
館
で

開
か
れ
た
。
社
会
事
業
部
の
婦

会長の伊藤ご夫妻

' １７ｉ鰐溌息織難i 蔚摺
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SAMOTOPEDIATRICDENTISTRY

守
母
凸

尋
唖
８
ｑ
団
３
判
目
』
．
昌
句
，
掛
値
Ｐ
ｑ
３
ｄ
ｑ
町
副
、
…
号
●
．
。
…
ゴ
馬
旬
…
『
，
．
‐
目
．
ｒ
、
．
‘
‐
・
卜
‐
．
，
．
今
卜
、
、
‐
‐
ず
鮒
’
＃
．
’
出
，
‐
、
．
．
酎
・
，
器
ｊ
里
‐
ロ
．
．
．
、
‐
．
．
…
，
．
’

洲上奈央子ちゃん/ 西宮市仁川町

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

こんにちは赤ちゃん
幼児歯科

回

小児歯科

＝←ｰ

農 柿沼産婦人科

芦屋市大耕町１番1 8 号
芦屋市民センター( ルナホール) 東南
公芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

１
１１８
１

佐本小児歯科

母親教室
( 初鯵日）火曜日午前９時3 0 分

金曜日午後１時3 0 分
(木唖日は休鯵）

そごう前センター街束角・さんちか入口
住友銀行三宮ピル６階
〒6 5 0 生田区加納町５丁目３９

ＴＥＬ（078)331-6302～３
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1１９

出逢いの旅株式会社トップナッチ
(運輸大臣葦蝿9 2 ）

神ﾉT I I i j L f合区零緒町5T l L I 7ごlグリーンシヤポ－２Ｆ
1.E14078)242--Z695

神戸支店長新井和宏
本社･ 東京支店･ ロンドン､ パリ

南仏風レストランシーサイドクラブパレス塩屋
神７．J市韮水区壇屋町字I釧色１７９．．６
TEI<078〕753-1373

専務取締役南春人

有限会社ローズガーデン
神戸市生耐ば1 1 1本旭2．ｒＩｌ１０６
Ｔ脇LJ(078>222-1Ｍ0

取締役社長若山晴洋

スイス菓子ハイジ
神戸市灘区水池筋６丁目１－１８
ＴＥＬ<078)8m-441“
六甲店阪急六甲北T E I‘( 0 7 8 ) 8 4 1 - 2 6 1 0
ア!『脇u『同鉄芦腿化TEI‘(0797)34-11弱

取締役社長前田昌宏
ショッピングの館
レストラン＆･ ﾘ ルーン

キングスゴート
クイ・‐ンズゴート

火港産業株式会社
神ﾉflli生lMIxIII本通２Ｊ､ll31
TEL（078)242-.2469

取締役社長三浦明定

フランス料理ビストロ・ドゥ・リヨン
神戸市'1§|fllX1I1本通2-'１０－１
TEL（078)221..2727

a " 1 :噛蝋a i『・山崎良平
くＡＢＣ順〉
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Ⅱ

鳴鋼爵撒再

議患
患織#蕊､錦
#懲望‘息，

煩春
守

（
順
不
同
）

120

蕊溌溌瀞、

舗
固垂醒封､ 号

帥
年
代
〈
飛
翻
ノ
．

世
界
は
真
珠
時
代
。

ｈ

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
九
八
０
年
元
旦

Ｉ

;灘 |蕊織騨計

欝鱗

●
中
桐
真
珠
株
式
会
社

取
締
役
社
長
中
桐
政
和

神
戸
市
郵
合
区
生
田
町
三
丁
Ⅱ
一
一
六

電
話
（
○
七
八
）
二
四
二
’
二
三
一
一
三

一団症需弔

i 坪塑融詫_ _ ’v , , 冊凸

１

ｊ
醐
岨
哩
竿

写
真
提
供
ノ
ミ
キ
モ
ト

●
株
式
会
社
ミ
キ
モ
ト

代
表
取
締
役
本
間
利
章

神
戸
市
生
田
区
山
本
通
囚
丁
月
一
二
二

電
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
九
八
八
二

ゅ

●
田
崎
真
珠
株
式
会
社

取
締
役
社
長
田
崎
俊
作

神
戸
市
葺
合
区
旗
塚
通
六
丁
目
三
’
一
○

電
話
（
○
七
八
）
二
一
一
二
－
三
三
二
一

●
岡
添
真
珠
株
式
会
社

栄
光
宝
飾
株
式
会
社

サ
ロ
ン
・
ド
・
パ
ー
ル
北
野

代
麦
取
締
役
岡
添
貞
撫

神
戸
市
生
Ⅲ
Ⅸ
山
本
通
一
丁
目
一
瀞
地

紅
賭
（
Ｏ
七
八
）
二
四
一
一
’
二
四
二
四
㈹

●
株
式
会
社
山
勝
真
珠

鍬
表
取
締
“
山
本
勝

神
戸
市
生
田
区
山
本
通
一
一
丁
Ｒ
七
七

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
ｌ
○
○
五
一
㈹

●
株
式
会
社
木
下
真
珠

代
表
取
締
役
木
下
章
夫

神
戸
市
生
Ⅲ
区
山
本
通
－
１
側
一
一
’
一

電
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
○
四
八
七

●
有
限
会
社
シ
ー
。
パ
ー
ル

代
表
取
締
役
三
浦
昭
和

神
戸
市
生
出
区
山
本
通
四
’
九
七
’
五
○

電
話
（
○
七
八
）
二
四
二
’
五
一
四
九
㈹
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園銭三宮駅

ビジネスに、ショッピングに

三宮で一番便利な

自走式立体モータープールです

磯上モータープール(神戸国際会鎮前)γｇＬ(078)251-787ヨ
‘画１121

''二座活ﾀーﾌ砦叱
||鳩神社寺''１

Ｉ 神戸新聞会館●

lＰｌ
●収容台数3 0 0 台
・月極駐車可
・年中無体
(8:OOAM～11:OOPM）

一
一

’
’
’
’
’
１
１
．
－
．
１
１
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
０
‐
一

ｒ
８
ｌ
ニ
甘
口
０
■
０
１
１
百
１
０
－
１
Ⅱ
凸
一
Ⅱ
８

Ｐ
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高
橋
孟
八
漫
画
家
Ｖ

「
海
軍
め
し
た
き
物
語
」
（
新
潮
社
刊
）
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を

さ
る

つ
づ
け
て
い
る
高
橋
孟
さ
ん
は
、
今
年
の
干
支
、
申
年
の
生
ま

れ
。
今
年
も
、
昨
年
に
も
ま
し
て
の
〃
当
た
り
年
″
に
な
り
そ
う

だ
。
そ
の
孟
さ
ん
に
、
昨
年
の
初
冬
、
忙
し
い
中
を
一
日
、
六
甲

山
を
歩
い
て
い
た
だ
い
た
。
折
り
か
ら
名
残
り
の
紅
葉
の
真
最
中
。

以
下
は
、
山
道
を
歩
き
な
が
ら
の
孟
さ
ん
の
飾
ら
な
い
〃
肉
声
″

で
あ
る
。

な
お
、
当
日
の
同
行
者
は
、
い
ず
れ
も
旧
陸
軍
出
身
の
男
二
人
、

そ
し
て
、
〃
め
し
た
き
女
″
兼
看
護
兵
兼
糊
重
兵
の
女
性
一
人
、

つ
ご
う
四
人
の
小
隊
で
あ
る
。

（
１
）

海
軍
と
陸
軍
と
の
違
い
は
、
山
登
り
を
す
る
と
、
す
ぐ
分
る
ね
。

海
軍
は
港
町
し
か
歩
い
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
よ
。
訓
練
を
受

け
て
い
て
も
、
一
一
日
も
三
日
も
歩
い
た
こ
と
は
な
い
わ
な
。
そ
の

か
わ
り
、
階
段
を
上
っ
た
り
下
り
た
り
す
る
の
は
速
い
よ
。
「
玉

八
そ
の
鯛
Ｖ

市
バ
ス
五
宮
町
ｌ
皿
器
谷
ｌ
平
野
谷
ｌ
二
本
松
林
道
ｌ
修
法
ガ
原
ｌ
北
野
谷
ｌ
北
野
町

ネ
ギ
、
取
っ
て
来
い
／
、
」
「
ハ
ィ
ノ
．
」
い
う
て
、
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

．
．
…
・
と
ね
。

で
、
今
日
は
や
な
、
や
は
り
、
陸
軍
の
方
が
強
い
で
あ
ろ
う
が
、

海
軍
の
面
目
に
か
け
て
も
へ
た
ば
っ
た
ら
ア
カ
ン
と
は
思
つ
と
る

ん
や
。僕

の
山
登
り
ち
ゅ
う
の
は
、
山
登
り
い
う
よ
り
も
、
ピ
ク
ー
ー
ッ

ク
や
ね
。
い
や
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
い
う
た
ら
公
園
み
た
い
や
。
ハ
イ

キ
ン
グ
や
ね
。

年
と
る
と
ね
、
ど
う
し
て
も
、
郷
愁
に
生
き
る
よ
う
に
な
る
ね
。

郷
愁
と
い
う
か
…
…
。
年
を
と
る
と
、
郷
愁
に
生
き
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
、
野
原
と
か
、
山
の
景
色
に
も
、
ふ
る
里

が
あ
る
し
、
ゆ
う
こ
と
で
、
こ
の
頃
、
山
登
り
を
し
き
り
に
し
た

く
な
る
わ
け
や
。

（
Ⅱ
）

で
、
ま
あ
、
私
の
場
合
は
ね
、
ど
う
い
う
か
、
山
へ
登
っ
て
、

握
り
飯
を
喰
う
の
が
楽
し
み
や
、
い
う
の
が
本
音
や
ね
。

今
は
豊
か
な
世
の
中
で
す
か
ら
ね
、
何
で
も
あ
る
し
、
あ
ん
ま

り
空
腹
を
感
じ
な
い
。
運
動
不
足
も
重
な
っ
て
、
腹
を
減
ら
す
ち

ゅ
う
の
で
、
家
で
体
操
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
、
本
当
の
空
腹
感
に

、
達
す
る
ま
で
に
は
、
相
当
な
意
思
力
が
要
る
わ
な
。
何
の
興
味
も

な
い
の
に
、
や
る
ん
や
か
ら
。
で
、
山
へ
登
っ
て
、
腹
を
減
ら
し

て
、
汗
を
か
い
て
、
と
い
う
こ
と
や
な
。
十
企
件
、
山
の
握
り
飯
い

う
の
は
一
番
美
味
し
い
。
山
の
握
り
飯
や
な
ぁ
…
…
。
握
り
駆
日

体
に
、
子
供
の
頃
の
こ
と
を
想
い
出
す
で
し
ょ
・
子
供
の
頃
を
ね
。

握
り
飯
に
は
、
郷
愁
の
か
た
ま
り
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
の
ょ
。

六
甲
お
に
ぎ
り
物
語

修法ガ原への道にて
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握
り
飯
ち
ゆ
う
も
ん
に
は
ね
．
…
：
。
ビ
フ
テ
キ
み
た
い
な
も
ん
に

は
、
僕
は
郷
愁
を
覚
え
ん
ね
。
そ
ん
な
生
活
し
と
ら
ん
か
ら
（
笑
）

だ
か
ら
、
神
戸
っ
子
に
載
せ
る
写
真
も
、
握
り
飯
を
喰
い
よ
る
と

こ
ろ
が
え
え
ん
ち
ゃ
う
か
と
思
う
わ
け
。
絵
に
な
る
や
ろ
。

山
登
り
が
好
い
の
は
、
非
常
に
忙
し
い
中
に
、
フ
シ
と
空
間
を

つ
く
っ
て
く
れ
る
わ
け
や
、
こ
ん
な
服
装
す
る
と
ね
。
な
ん
か
、

そ
の
気
に
な
る
わ
け
や
な
。
そ
う
す
る
と
、
た
ま
っ
て
い
る
仕
事

を
フ
シ
と
忘
れ
る
ん
や
な
。
パ
チ
ン
コ
し
て
気
分
を
変
え
る
よ
り

は
、
山
登
り
を
し
た
方
が
健
康
で
い
い
で
す
ね
。

（
Ⅲ
）

ひ
と
り
で
山
へ
登
る
ほ
ど
、
ワ
シ
は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
や
な
い

ね
。
や
っ
ぱ
り
、
ワ
イ
ワ
イ
い
う
た
方
が
え
え
ね
。
ひ
と
り
で
山

へ
行
く
気
が
知
れ
ん
ね
。
そ
れ
ほ
ど
、
も
の
思
い
に
ふ
け
る
と
い

う
こ
と
も
な
い
。

気
取
っ
て
い
た
と
き
と
い
う
か
、
若
い
と
き
は
ひ
と
り
で
登
っ

今
日
の
コ
ー
ス
は
初
め
て
や
ね
。
今
日
の
感
想
は
と
い
う
と
、

紅
葉
が
非
常
に
締
麗
か
つ
た
。
や
は
り
、
下
か
ら
見
る
よ
り
は
、

登
っ
て
見
た
方
が
い
い
。
太
陽
光
線
を
透
か
し
て
見
る
紅
葉
な
ん

ち
ゆ
う
も
ん
は
、
山
へ
登
ら
な
い
と
見
ら
れ
へ
ん
わ
れ
。
そ
う
い

う
こ
と
と
、
手
づ
く
り
の
お
に
ぎ
り
が
美
味
し
か
っ
た
と
い
う
こ

と
。
握
り
飯
食
べ
に
行
っ
た
よ
う
な
も
ん
や
。
（
笑
）
そ
れ
と
、

軍
艦
の
み
そ
汁
よ
り
は
、
山
で
喰
っ
た
み
そ
汁
の
方
が
美
味
し
か

っ
た
と
い
う
こ
と
や
ね
。
な
ん
や
、
食
べ
る
こ
と
ば
っ
か
り
や
な
。

今
日
は
、
非
常
に
充
実
感
が
あ
っ
た
一
日
で
す
よ
。

た
よ
・
ヒ
ロ
イ
ン
を
気
取
っ
て
、
失
恋
し
と
ら
へ
ん
の
に
、
失
恋

し
た
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
山
へ
行
き
よ
っ
た
。
画
板
を
も
っ

て
ね
、
画
き
も
せ
ん
の
に
な
、
カ
ッ
コ
だ
け
や
。
（
笑
）
そ
れ
で
、

誰
か
が
見
と
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
◎
ワ
シ
の
理
想
の

女
性
が
見
と
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
で
な
。
（
笑
）
映
画
の

中
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
よ
う
な
気
持
ち
で
行
き
よ
っ
た
ん
や
。
ひ
と
り
、

映
画
の
画
面
に
出
て
い
る
気
持
ち
で
、
野
原
を
歩
き
、
山
を
歩
い

て
い
た
。
今
思
う
と
、
阿
呆
ら
し
い
て
…
…
（
笑
）
今
は
や
っ
ぱ

り
、
ワ
イ
ワ
イ
い
い
な
が
ら
ね
。
だ
か
ら
、
僕
は
誘
う
の
、
山
へ

は
。
誰
で
も
え
え
、
男
で
も
女
で
も
。

（
Ⅳ
）

若
い
と
き
は
、
雁
取
山
へ
は
よ
く
行
っ
た
ね
。
あ
れ
は
、
散
歩

道
み
た
い
な
も
ん
や
ね
。
頂
上
の
茶
店
預
獅
投
げ
を
や
っ
た
り
し

て
ね
。
山
で
な
く
て
も
、
私
の
場
合
は
、
野
原
と
か
、
神
鉄
沿
線

が
多
い
ね
、
歩
く
の
は
。

１
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八
そ
の
帥
Ｖ

け
足
で
、
周
囲
が
白
ん
で
来
る
。
見
上
げ
る
と
、
空
に
浮
か
ぶ
雲

が
、
何
と
も
い
え
な
い
色
に
染
っ
て
い
る
。
ま
る
で
、
印
象
派
の

絵
画
を
思
わ
せ
る
。
ス
ペ
ク
ト
ル
で
分
析
さ
れ
た
強
烈
な
色
彩
だ
。

実
に
、
自
然
は
素
晴
し
い
。
そ
し
て
…
…
。

日
の
出
だ
／
、
雄
岡
山
の
頂
上
近
く
、
ゆ
っ
く
り
と
、
太
陽
が

姿
を
見
せ
た
。
我
々
は
、
太
陽
の
光
を
全
身
に
浴
び
て
、
し
ば
し

呆
然
と
し
て
い
た
。
ふ
と
、
隣
の
同
行
の
女
性
を
見
る
と
、
朝
日

で
紅
に
染
っ
た
そ
の
顔
は
、
悦
惚
に
輝
や
い
て
い
る
。
ま
る
で
、

太
陽
の
愛
撫
を
全
身
に
受
け
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
の
極
に
達
し
て
い

る
よ
う
だ
。
私
は
太
陽
に
ジ
ェ
ラ
シ
ー
を
感
じ
た
。

七
時
頃
、
神
出
神
社
の
溝
端
一
重
宮
司
を
訪
ね
た
。
い
ろ
い
ろ

と
お
話
を
伺
う
た
め
に
、
だ
。

雌
岡
山
は
標
高
二
四
九
・
五
腕
、
雄
岡
山
は
標
高
二
四
一
・
三

勝
。
こ
の
高
く
は
な
い
が
、
美
し
い
山
を
東
西
に
ひ
か
え
た
神
出

一
帯
に
は
、
日
本
古
代
の
神
話
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

神
出
神
社
に
は
、
寒
謡
職
縫
と
読
稚
嘩
職
錠
込
こ
の
一
一
人
の
子

お
お
唾
ｔ
の
み
こ
と

供
、
大
己
貴
命
が
把
ら
れ
て
い
る
。
古
代
か
ら
、
雄
岡
山
を
素
釜

鳴
命
に
、
雌
岡
山
を
奇
稲
田
姫
に
た
と
え
、
信
仰
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
よ
う
だ
。

信
仰
と
い
え
ば
、
こ
こ
は
性
器
崇
拝
の
場
所
で
も
あ
る
。
神
出

神
社
の
す
ぐ
下
に
、
男
根
石
を
把
っ
た
裸
石
神
社
、
女
陰
石
を
把

っ
た
姫
石
神
社
が
あ
る
。
男
根
石
は
、
か
つ
て
は
露
天
で
あ
っ
た

が
、
今
度
の
戦
争
中
に
ケ
シ
カ
ラ
ン
と
い
う
こ
と
で
桐
で
囲
ま
れ

た
。
女
陰
石
の
方
は
昔
も
今
も
、
大
ら
か
に
露
天
の
ま
ま
で
あ
る
。

神
出
神
社
に
は
、
裸
石
神
社
、
姫
石
神
社
の
お
守
り
が
あ
る
が

雌
岡
山
（
め
っ
こ
さ
ん
）
の
頂
上
で
日
の
出
を
拝
も
う
ｌ
と
、

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
昨
年
十
一
月
一
一
十
六
日
の
こ
と
だ
。

当
日
の
日
の
出
は
、
午
前
六
時
四
十
一
一
分
。
前
日
か
ら
雌
岡
山

の
近
辺
で
泊
ま
り
込
ん
で
、
と
い
う
計
画
は
残
念
な
が
ら
実
現
し

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
星
が
瞬
き
、
冷
気
が
肌
を
刺
す
暁
闇
に
、

ク
ル
マ
で
我
が
家
を
出
発
し
た
。

国
道
筋
号
線
を
北
上
、
バ
ス
停
老
ノ
ロ
を
東
へ
走
る
こ
と
し
ぱ

し
。
前
方
に
、
突
如
、
山
影
が
現
わ
れ
た
。
白
み
始
め
た
夜
明
け

前
の
空
を
バ
ッ
ク
に
、
そ
れ
は
、
豊
満
な
女
性
の
肉
体
の
よ
う
に

丸
み
を
帯
び
、
な
だ
ら
か
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、
雌
岡
山
で
は
な
い
。
雌
岡
山
の
東
に
あ
る

雄
岡
山
（
お
っ
こ
さ
ん
）
な
の
だ
。
〃
行
き
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
／
、
″

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
。
暗
闇
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
と
、
あ
っ
た
／
、

頂
上
に
あ
る
神
出
神
社
の
石
柱
だ
。

雌
岡
山
へ
の
登
り
口
で
あ
る
。
夜
は
急
速
に
明
け
て
来
這
か 裸石・姫石神社前にて

雌
岡
山
（
神
出
神
社
・
裸
石
神
社
・
姫
石
神
社
）
ｌ
雄
岡
山

雌
岡
山
上
の
ｎ
Ｈ
Ｈ
の
出

新
谷
蕊
紀
八
彫
刻
家
Ｖ
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鴬

ご
神
体
は
、
男
根
と
女
陰
を
形
ど
っ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
。

金
メ
ッ
キ
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
だ
が
、
仲
々
、
愛
矯
が
あ
る
。

二
つ
組
み
合
わ
せ
て
。
ヘ
ン
ダ
ン
ト
に
し
、
胸
に
ぶ
ら
下
げ
た
い
わ

と
同
行
の
女
性
が
は
し
ゃ
い
で
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
神
出
神
社
に
は
様
々
な
大
き
さ
の
男
根
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
る
。
全
国
各
地
か
ら
（
一
部
に
は
外
国
の
も
の
を
含

め
て
）
三
百
点
ほ
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
溝
端
さ
ん
に
よ
る
と

い
ず
れ
は
資
料
館
を
こ
し
ら
え
て
、
文
献
と
も
ど
も
一
般
に
公
開

し
た
い
と
の
こ
と
だ
が
、
目
下
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

一
部
だ
け
で
も
、
と
い
う
我
々
の
申
し
出
に
、
三
十
点
ほ
ど
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
大
根
ほ
ど
大
き
い
も
の
、
床
の
間
に
置
け

ば
よ
く
似
合
う
よ
う
な
彫
刻
を
施
し
た
も
の
、
実
物
大
（
？
）
の

も
の
、
な
ど
な
ど
、
千
差
万
別
。
実
に
楽
し
い
。
そ
の
内
、
資
料

館
が
完
成
す
れ
ば
、
私
の
作
品
も
、
ぜ
ひ
、
贈
呈
し
た
い
も
の
だ
。

雌
岡
山
か
ら
雄
岡
山
へ
と
向
っ
た
。
麓
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

阿

神出神社にて（真中が溝端宮司）

に
ク
ル
マ
を
預
け
、
往
復
一
時
間
も
あ
れ
ば
充
分
で
す
よ
、
と
い

う
声
を
あ
と
に
歩
き
出
し
た
の
だ
が
：
…
．
。

ど
う
も
、
お
か
し
い
。
か
な
り
歩
い
て
い
る
の
に
、
一
向
に
頂

上
へ
た
ど
り
着
か
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
正
し
い
と
信
じ
て
歩

い
て
い
る
道
は
、
次
第
に
下
っ
て
行
く
で
は
な
い
か
／
結
局
、
今

来
た
道
を
戻
る
こ
と
に
し
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
こ
の
ま
ま
遭

難
か
／
不
安
が
一
瞬
頭
の
中
を
よ
ぎ
る
。
し
か
し
、
雄
岡
山
で

遭
難
な
ど
し
よ
う
も
の
な
ら
誰
か
に
笑
わ
れ
そ
う
だ
。
と
、
行
き

し
な
に
は
見
の
が
し
て
い
た
頂
上
へ
の
道
が
あ
っ
た
。
や
れ
や
れ

だ
。
ほ
ど
な
く
頂
上
へ
…
…
。

頂
上
か
ら
の
眺
望
は
素
晴
し
い
。
な
だ
ら
か
な
明
石
平
野
の
先

に
は
淡
路
島
の
か
す
ん
だ
シ
ル
エ
ッ
ト
。
今
日
は
こ
と
の
ほ
か
の

小
春
日
和
。
時
折
り
吹
く
風
が
肌
に
心
地
よ
い
。
ウ
ロ
ウ
ロ
歩
き

回
っ
た
お
か
げ
で
汗
び
っ
し
ょ
り
だ
。
着
て
い
る
も
の
を
全
部
脱

ぐ
。
素
裸
に
な
っ
て
、
仰
向
け
に
ひ
つ
く
り
返
る
。
涼
風
が
全
身

を
く
ま
な
く
愛
撫
し
、
い
つ
し
か
、
同
行
の
女
性
も
あ
ら
わ
な
姿

で
、
そ
っ
と
私
に
身
を
寄
せ
て
来
る
…
…
。
「
そ
ろ
そ
ろ
戻
り
ま

し
ょ
う
か
」
耳
許
で
声
が
し
て
、
し
ば
し
の
ま
ど
ろ
み
か
ら
我
に

か
え
っ
た
。
夢
だ
っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
周
囲
は
静
寂
そ
の
も
の
。

時
折
、
小
鳥
の
噸
り
が
聞

こ
え
る
の
み
だ
。
実
に
充

実
し
た
一
日
で
あ
る
。

さ
て
、
今
日
は
、
雌
岡

山
上
で
日
の
出
を
見
る
と

い
う
こ
と
で
ク
ル
マ
を
使

っ
た
が
、
本
来
な
ら
神
戸

電
鉄
緑
ケ
丘
で
下
車
、
雄

岡
山
か
ら
金
棒
池
を
経
て

雌
岡
山
へ
、
と
い
う
コ
ー

ス
が
い
い
。
老
ノ
ロ
か
ら

は
明
石
へ
、
ま
た
、
神
出

田
井
か
ら
は
三
宮
へ
、
そ

れ
ぞ
れ
神
姫
バ
ス
が
出
て

い
る
の
で
便
利
で
あ
る
。

５
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